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し L を 操作上分離 ・独立さ せ ・ 機 能上 シ ス テ ム を意 識 しな くて も 使用出来 る よ う 工 夫 され て い ま
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一ル 出来 る よ う鞭 さ を 計 り・CALL 教 材 の 作成 は 黼 1鰔 支擾 シ ス テ ム で   出来 るよ

う に 加 て い ます ・ 本 シ ス テ ム の 特徴 は 以 下 の 齣 で す （な お鑼 構成 t゚gmev
’
m セ ス等言細 は

当 日 ハ ン ド アウ トと実 演で 紹介予 定 ） ・

1 ．各学 生 が 、自分 の 学習 レ ベ ル で 英 文 を読 み なが ら 、 語 句や文 の 解 説 ・ 資料 を マ ウ ス を

ク リ 。 ク し て 検 索 した り 瀞 ・躪 奮醐 働 画 をμ軸 し韆 で き る ハ イ ノ｛
一テ キ ス 陸 琳 べ ｝ス

に 、詔 学学習 川 アプ リケ
ーシ ョ ン を作成し た学生本位の CALL シ ス テ ム で す 。

2 ．学 生 は ハ イ バ ーテ キ ス ト上 で 学 習 し た 内 容 を ・別 メ ニ ュ で 準 備 され た CALL ソ フ ト

で 再強 化で き ます ・ 学習 内容は 英文 速 読 ・穴 うめ ・ク ロ ヘズ テ ス ト・読 解 ・翻 訳 な ど で ・学 習履

朏 ます べ て 記録 さ れ ま す ・

3 ．パソ コ ン に ビデ わ ブ ・ セ ッ 唄ナを 搭wu ・ビ デ オ モ ニ 蜩 様 パ ’

ノ コ ン CRT 上 に 動画 を蘇

で きる よ う に し、パ ソ コ ン 文字 ・音声 ・静 IL 画 ・動画を 紲 み 合 わせ た総 合学 習 が で きるよ う設計

さ れ て い ます 。な お ・数多 い 巾販 VTR 教材が 使 用 で き る よ う に 映 像 機器 は RS232C 対応 V

↑ R を 採用 し ま した。

．G ．各 学生 は 、し AN シ ス テ ム で さ まざ ま な 情報 を 交換で き る 電 子黒 板 （BBS ） ・及 U コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ヨ ン 手段 と し て ・個人 ・多 数間 送 受信で き る電子 メール を 使 用 し ま ず 。

f） ．学生 の 評 価 は 、学生 の 作業 （ウ イ ン ド ウ 開 閉 ） を 管 理 し、CALL の 学 習 桔果 を記録 す る こ

とに よ り、学 生 に 評価を意 識 さ せ ず 総 合評 価判断 で き る よ う 工 夫 さ れ て い ま す ・
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